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　慢性関節 リ ウマ チ （RA ）は 、多発関節炎を主症

状 と す る全身の 炎症 性 疾 患 で 、長期 に わ た り寛解 と

増悪 を繰り 返 す が その 原因 は 不明 で あ る 。 RA 治療

の 根幹は 抗 リ ウマ チ剤 （DMARD ） と非ス テ ロ イ ド

系消 炎鎮痛 剤 （NSAIDS ＞ で あ る が 、病 態 に よ っ て

は免疫抑制剤 、ス テ 囗 イ ド剤 の使用 も必要と なる こ

とが あ り、寛解 をい か に 長 く維持 す る か が問題 とな

る 。

　 こ の よ うな RA の 治療 の 中 で ア フ ェ レ シス 治療 の

位置づ け に つ い て述べ て み た い 。

　 【緒 tti 】 慢 性 関 節 リ ュ ウ マ チ 〔以 ド RA と 略 す ｝

は 、原 因 不 明 の 難 病 と し て 周 知 で あ る が Apheresis

は 、体 外 循 環 に よ る 有 効 な 冷 療 法 と し て i咋 及 L て

い る t．．そ の 方 法 は
．
．孛：膜 濾 過 法、冷 却 濾 過 法 、免

疫 吸 着 法 な ど の 方 法 が 適 用 さ れ る が 、い ず れ も 操

f乍手 技 や 方 法 的 に 確 ・γ さ れ て い る と は ピ｝
．
い 難 い ．

木 シ ン ポ ジ ュウ ム で は 、 当 院 で の R へ に 対 す る ：

唖 膜 濾 過 法 の 実 施 方 法 や 操 作 f 技 、 操 作 L の 1？1意

点 を 王 に 報 告 す る、，　 【
．．t
．・罰：膜 濾 過 法 の 実 施 法 】 D

「血 漿 成 分 分 1山i器 の 選 択 ； 分 1面 器 に よ
．
っ て 溶 質 分 離

能 が 異 な る た め 、 ア ル ブ ミ ン 篩 い 係 数 が L．〔〕に 近 く、
除 去 物 質 の 篩 い 係 数 は ・∫能 な 限 り 〔1に 近 い 血 漿 成 分

分 画 器 を 選 択 す る の が 理 想 で あ る／t 当 院 て は 「血 漿

成 分 分 画 器 の 人 口 圧 の 安 疋 維 持 が 容 易 で 、 か つ こ

の こ と が ア ル ブ ．ミ ン 篩 い 係 数 を
．
定 に 得 や す く す

る な ど か ら、AC1760 か 4A を 川 い て い る 、2 ＞bl1）（〕d

access と 各 流 罩： ； blood 　 a ⊂lcuss と ［．て 脱 血 は 前 腕

の 配 中 皮 静 脈 か そ の 付 近 の 皮 静 脈、返 血 は 反 対 側

前 腕 の 皮 静 脈 を 用 い る こ と が 多 い ．．こ の 方 法 で 得

ら れ る 血 液 流 量 は 平 均 78．8 ゴ
．

］0 ．2mifmin ．（f1 　 28 ）

で あ った 　 ま た 血 漿 流 量 は 2　・a．B ± ・1．lml ／mil1 、（n 二

28＞で あ っ た。 3 ｝血 漿 処 理 量 ； 当 院 で の 目 操 血 漿 処

理 量 は 原 則 的 に ACI7 齢 及 び ・t　A を 使 川 し た と き で ISO

OOml 、1740 及 び 2Aを 使 用 し た と き は 200 〔〕m1 と し て

い る c ⇔ 置 換 液 ； ア ル ブ ．ミ ン 製 剤 と 電 解 質 液 と を

混 合 し た ア ル ブ ミ ン 置 換 液 を 使 用 す る，、 ア ル ブ ミ

ン の 濃 度 は 、峰 島 の 提 唱 し た 設 定 式 に よ り 患 者 個

々 に 算 出 し て い る ．、設 定 式 で 得 ら れ た ア ル ブ ミ ン 濃

度 は AC1760 で 8％ 、4A で 7％ で あ ．．った 。ま た partjal

discard ？± で の ア ル ブ ミ ン 置 換 液 量 は 1 ［E・1の 治 療 で

60eml を 要 し た。　 【除 去 率 ｝ 症 例 丁．M．に 対 し て A〔］1

760 及 び qA を 使 用 し た 際 の 免 疫 グ ロ ブ リ ン や フ f ブ

リ ノ
ー

デ ン の 除 去 率 を 裏 に 示 し た ．

A⊂1760
（n ＝17 ）

4A
〔n 二1⇔

血
・処 　 車 ml 　 2896 ± 216 　 2943 ± 15〔〕

廃 棄 血 漿 量 （ml ）　　 481 ± 149　　　　467 ± ［4Z
　 　 　 19G　％　　 4［）　・1± 7 、7　　　53 ．5± 7．4
　 　 　 1gA （％＞　 50．了± 6、〔｝　 　 57 ．9 ± 5．o
　 　 　 ［gM 幌 ＞　 67 、2 ± 5 ．1　 　 72．2 ± 5．2
フ i フ

tt
リノーケ

tt
ン（跖〕　 70、3± 7 ．3 　　　69 ．2 ± 3．3

　 　 　 　 　 　 　 　 表 ．除 去 率

以 上、　．二重 膜 濾 過 法 の 操 作 i・技 及 び 留 意 点 を 中 心

に ． リ ン パ 球 除 去 療 法 と の 比 較 も 併 せ て 報 告 す る．t
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